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　本誌のNo.38の（6）での「脳死による臓器移植の問題」について、

有り難くも読者の皆様から色々とご意見を頂いた。それで、現代

の大きな問題の1つである科学・技術と宗教あるいは宗教哲学との

関係の問題について、もう少し詳しく考えさせて頂くことに致し

たい。沢山の事柄のうち主なものだけに限定して、述べさせて頂

くことにする。

1．「個」の立場と「全体」の立場の相即性について

　全体の立場は、人間ので言えば「人類」の立場であり、一般的に

は「類」の立場であると言えよう。また、自然科学的な遺伝子レベ

ルでは、DNAやRNAの分析結果によって知られるように、大昔か

らの各生物や動物や人間の「種」における生命の連続性が語られ得

るであろう。そして、これらの「種」や「類」における各々の立場は、

いつまでも世代継承されていくことが望まれるであろう。それの

みならず、宇宙的生命や宇宙的意識も絶えることなく連続してい

くであろうと予想される。これが、諸科学や諸技術の目覚ましい

発展の結果としての現状である。しかし、そうであるからといって、

個の立場が、無視されて良いということにはならないのではない

であろうか。

　欧州や日本や世界の各国の文化が示しているように、民衆の各々

の「個」の立場は、古代や中世においては、全体の立場と相即的な

立場にあるものとは認められていなかった。「汝自身を知れ」と語

ったソクラテスにおいてすら、個としての個人は「徳」（virtue）の

下位に置かれており、哲学者の徳である「知恵」に徹する結果、個

としてのソクラテスはその個としての「いのち」を犠牲にしたので

あった。因みに、ソクラテス以来、ヘーゲルに至る西欧の主流の「形

而上学」としての哲学（＝主客の分離の基礎の上で、主体が一切を

実体的に対象化、客観化する立場）は、心身二次元論の基盤の上

に成り立ってきた。あのソクラテスにおいてすら、身体は永遠の

魂（心）を閉じ込めておく刑務所と見なされていた。この哲学のそ

の後の進展の頂点にある19世紀初頭のヘーゲルにおいても、身体的、

現象的なものは、概念化、理念化されて、最終的には捨象（＝現

象の世界に属し、永遠には属さないものとして切り捨てられること）

されねばならないものでしかなかった。

 個の立場は、典型的には近世のデカルトにおいて初めて哲学的に

認められるに至った。デカルトの「われ思う故にわれあり」は、一

切を疑っても、その疑っている自らの「我」を疑わなかったことを

物語っている。デカルト以前では、一切は神から出発し、我を疑

っても、神が疑われることはなかった。デカルトでは逆に、神で

はなく、個としての自らの「我」がすべての基礎に置かれたのであ

った。その後、この立場は、18世紀のカントによって更に哲学的

に補強された。カントは、人間の理性の「自律」（古代の奴隷制や

中世までの封建制での「他律」や神を頂点に置く階級制での「神律」

でもない！また、現代の日本でも未だ様々の領野で横行している「男

尊女卑」の考え方でもない！）に基礎づけられた人格の尊厳性を

樹立した。カントでは、人間の個としての人格の「いのち」が他者

のための道具や手段となることは許されず、個のいのちは「目的

自体」であることが理性の次元で哲学的に樹立された。この立場は、

その後19世紀のヘーゲルによって代表されるような、最終的には

全体（「類」）や社会（「種」）の立場を最優先するような哲学によっ

て消し去られたかのようである。しかし、そのヘーゲルに対しては、

キリスト教の立場からではあるがS.キェルケゴール（1813－1855）

によって、神の前の「単独者」（人類にも、社会にも、遺伝的素質

にも、また個人の誰にも責任転嫁の出来ない、ただ一人で神の前

に立つ個）の立場が強調された。その後、20世紀においても、M.

ブーバーやP.ティリッヒやH.ティーリケ（筆者の恩師）等々の数限り

無いユダヤ教やキリスト教の神学者たちによって、「類」や「種」の

立場と同じ重みを持つ「個」の立場の重要性が語られ、叫ばれてき

た。彼らは、第一次、第二次世界大戦で、個が無視され、類や種

が優位に置かれた場合の世界や社会や人間の心が如何に悲惨で動

物的になるかをその眼で見据え、しかもその悲惨さ、おぞましさ

を直接自ら身を以って経験してきたからであったと推察され得よう。

　このような流れの中で、日本の西田幾多郎では、個と世界ない

しは個と人類の立場が、共に同じ重み（西田の用語では「絶対矛盾
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的自己同一」）で成立する立場、いわば立場なき立場としての「絶

対無の場所」の哲学が樹立されていると理解される。西田哲学に

おいては、個が、つまり個の自己が、無視されないで、どこまで

も世界と同じ重みを持ち、世界が個を限定（個の有り方を規定し、

変化させる）するのみならず、個も世界を限定（世界の有り方を規

定し、変化させる）するような世界が可能である。

2．宗教と科学・技術の問題

　宗教と科学・技術の問題を日本においてだけではなく、世界的

レベルで考察し、更にアメリカでのこの問題を考察する対話におい

ては、西田哲学やV.v.ヴァイツゼッカーやその甥であるC.F.v.ヴァイ

ツゼッカーだけではなく、アメリカの現代において思想的、哲学的

に強力な影響力を持っているA.N.ホワイトヘッド（1861－1947）の

「有機体の哲学」を学ぶことが必要であった。そのために著者は、

49才の時から約12年間程、一心不乱にA.N.ホワイトヘッドの哲学

を学んだ。彼は、理系と文系の学問は根本的には、同一の原理に

よって成り立っていると直観しているからである。また、21世紀

にはそのような哲学が要請されると、筆者も考えていたからであ

った。因みに、同じお考えの、以前に本誌36号で触れたFAS協会

の元理事長で、数学者でもあられた故山口昌哉京都大学名誉教授

から理系と文系の学問は同一の根源から成り立っていることを、

FAS協会編の『自己・世界・自然と科学』（法蔵館、1998）に執筆す

ることを筆者は3年程前に依頼されて、考察したこともあった。し

かも、その際の山口先生のご注文は、西田哲学を、その用語「絶

対矛盾的自己同一」を使用しないで説明することであった。色々

の国際学会でご一緒させて頂いた山口先生のご注文とあらばと、

喜んでそれを試みたことが、今、筆者には懐かしく思い出される。

　それはさておき、哲学においてのみならず、19世紀末以来の物

理の世界でも、それまでは絶対と見なされていた時間と空間がア

インシュタインの相対性理論によって相対的となり、20世紀には

N.ボーアの量子論やハイゼルベルクの不確定性原理によって観察者

としての個が微粒子の世界では観察に際して大きな影響を持つこ

とが明白となり、主客の分離の上で主体が一切を表象を通して対

象化、客観化し得ないことが分かってきた。

　物理学ではニュートン以後、相対性や相補性等々の主客未分の

次元に起源する様々な原理が認められてきているように、哲学に

おいてもカントあるいはニーチェ以後、新しい物理学を踏まえた上

で初めて妥当する新しい哲学が樹立されてきている。日本の最初

の独創的な哲学者である西田幾多郎においても、絶対的な時間や

空間が破られ、因果律（＝自然法則の必然性）や根拠律（＝どんな

ものも根拠無くしては存し得ない）が破られた「絶対無」のパラダ

イムでしか妥当しない哲学が樹立された。西田のこの絶対無の場

所の哲学においては、類・種・個のいずれの立場も、それぞれ共に

絶対の中心であると同時に周辺でしかない。この場合、類、種、

個のそれぞれの立場が、以前に述べた華厳経のあの「印陀羅網」の

各々の宝珠と理解されれば、西田の立場が分かり易くなるであろう。

　以上の簡単な説明で述べたかったことは、21世紀においては、類、

種、個のいずれの立場も等閑に伏され得ないということである。類・

種・個のそれぞれの立場は、相互のバランスやリズムにおける透明

な関係の内に成り立っており、それらのいずれの立場が誇張され

ても、また逆に等閑視されても、世界も社会も個も歪みを来たす

と考えられるのである。これは、有史以来の人間の歴史を振り返

って見さえすれば、明白である。

　同様に心身一如である筈の人間において、心のみが重視されたり、

逆に身体のみが重視されると、世界、社会、人間の個にもそれぞ

れ歪みが生じてくる。他の4つのパラダイム（＝相対有、相対無、

絶対有、虚無）ではそうでなくとも、絶対無のそれが妥当する絶

対の無限の開け（西田の「絶対無の場所」）では、心身一如の人間は

死しても心身一如である。そこでは個の心でもある身体が死せば

個の身体でもある心は、共に死し、大なる心、大なる永遠のいのち、

つまり絶対無（無実体的で、絶対の自己否定の場の開け）へと帰還

して行く。脳死による臓器移植では、心身一如の個の身体がバラ

バラにされ、他己へと部品の如くに嵌め込まれ、同時に個の心も

バラバラとなる。そこで、心身一如である筈の個が脳死による臓

器移植によって分解されることが他の4つのパラダイムでだけでなく、

絶対無のそれにおいても可能なのは、愛と慈悲によってのみと理

解されるのである。このパラダイムにおいては、何事にであれ、

愛あるいは慈悲のみが働くと理解されるからである。
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